
2023.8 月号27

M I H A M A
広報みはま

Aug.2023

№631

8



2023.8 月号3 2広報みはま

わたしの夢、語ります

山口　侑
ゆ う き

紀　さん　美浜中央小学校 6年 (新庄)

　僕の夢は、警察官になることです。そして、美

浜町の人が安全に暮らせるようにすることが大き

な夢です。

　きっかけは、テレビで警察官が人のために頑

張っている所を見て、僕もこんな仕事をしたいと

思ったからです。

　警察官になるためには、どんなことをしなけれ

ばいけないのかを調べたり、たくさん運動をして

体力をつけたりする必要があります。

　大変そうだなと思うこともあるけれど、美浜町

や人のために努力して、この夢を叶えたいです。

CONTENTS　目次 広報みはま2023年8月号

安全に暮らせるために

‐表紙の写真‐

　7月7日に、みずうみ保育園で

行われた七夕会に参加したくじ

ら組の子どもたちです。

　子どもたちは、この日までに

思い思いの願い事を書いた短冊

を笹の葉に吊るし、自分たちで

作った天の川と一緒に記念撮影

をしてくれました。

　織姫と彦星が1年に1度だけ会

える七夕。子どもたちは、七夕の

夜、空を見上げ本物の天の川を見

ることができたのでしょうか。

  2 私の夢、語ります／表紙の写真／目次

  3 令和5年度 主要施策

夏フェスタ美浜2023を開催／第36回美浜町民レガッタ参加クルー募集　他
12 情報BOX

20 美浜発電所の状況について

19 ふるさと昔よもやま話136／文芸欄

26 くらしのカレンダー

22 すこやか放送局

24 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

  6 みはまシナプスプロジェクト
学びを軸とした次世代まちづくり事業

コラボほしまつり／浜開き式／若狭路レインボーヒルクライム　他
  8 まちウォッチング

福井放送株式会社と｢防災減災パートナーシップに関する協定｣を締結　他
10 美浜町のニュース

11 美浜町職員募集

戸嶋町政 2期目の主要施策

令和 5 年度 主要施策
　6 月 6 日から 23 日にかけて開催された令和 5 年第 3 回町議会定例会で、令和 5 年度

6 月補正予算が可決されました。

　2 月に計上された令和 5 年度当初予算は、任期満了に伴う町長選挙を控えていたこと

から ｢ 骨格予算 ( ※ )｣ であったため、6 月補正予算では主に政策的経費を計上しています。

　今月号では、2 期目の初年度となる戸嶋町政が、まちづくりの推進に向けて取り組む主

な事業を紹介します。

※必要最小限の経費と継続事業の一部の経費のみを計上した予算

‐01‐

人口減少・

少子高齢化

対策

‐02‐

安全安心な

生活環境を

充実

‐03‐

観光振興、

交流人口の

拡大

‐04‐

地場産業の

振興

‐05‐

地域愛の

醸成

  7 美浜西小学校前宅地分譲地第1期分譲開始
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億

一般会計 6 月補正予算額

11 3,779 万円

億

一般会計補正後予算総額

87 6,105 万円
※実際の予算額は千円単位ですが、分かりやすくするため万円単位で表示しています。

予算
令和　 年度　 月補正5 6

まちづくりの推進に向けた主要施策 

安全安心な生活環境を充実2

災害時対応力強化事業 183 万円

● 冬季や夜間を想定した図上訓練の実施
災害対策本部要員の対応力や技術の習熟を図
ります。

▶

● 災害時にドローンを活用できる町職員の育成
災害発生時にドローンを活用するため、操
縦ができる職員の育成を行います。

▶

● 防災士等の建設機械運転資格取得を支援
支 援 内 容
対 象 者
対 象 機 械

▶

▶

▶

資格取得費用 17,000 円
自主防災組織に所属する防災士等
3t 未満の車両系建設機械

老朽危険家屋等対策事業 537 万円
　集落内で増加する老朽危険空家等の解体撤去を
促進するとともに、地域住民と連携し、空家所有
者との適正管理及び解体等の交渉を行います。
●  美浜町老朽危険空家等解体撤去事業補助

を拡充 ( 詳細は第 14 頁記載 )

人口減少・少子高齢化対策1

物価高騰に係る子育て世帯応援事業
　物価高騰に直面する子育て世帯を支援するため、
応援券を配布します。

1,370 万円

対 象 者
内 容
配 布 時 期
使 用 期 限

▶

▶

▶

▶

18 歳までの子ども
1 人につき 1 万円
8 月頃
9 月から 12 月

保育園いきいきコネクト事業 1,900 万円

● 保育園業務支援システムの導入
保育業務の ICT 活用による効率化
保護者との迅速かつ確実な情報共有

▶

▶

こどものあそび場づくり事業 419 万円

● 全天候型あそび場整備
庁内ワーキングチームや子育て関係者、専門家に
よる助言等を受け基本計画を策定

▶

● 既存施設の活用によるあそび場づくり
町保健福祉センター ｢ はあとぴあ ｣ はあとホール
の休日開放
身近なあそび場づくりとして公民館等の予約空き
時間を活用するとともに、あそび場の玩具等を購入

▶

▶

● 子育て応援サイトの充実
子ども向けイベント情報の発信
あそび場情報の発信

▶

▶

↑子育て応援サイト

地域愛の醸成5

省エネ家電買い換え促進事業 1,300 万円

　GX( グリーントランスフォーメーション ) や省
エネルギーを推進する取り組みとして、省エネ家
電への買い換えを支援します。

対 象 者

対 象 家 電

補 助 率

限 度 額
申 請 期 間

▶

▶

▶

▶

▶

自ら居住する町内の住宅の家電を買
い換える方
エアコン及び冷蔵庫 ( 省エネ基準達

成率が最新の目標年度で 100％以上 )

町内販売店　3 分の 1
町外販売店　4 分の 1
50,000 円
令和 6 年 2 月 29 日まで

美浜 ｢ 地域愛 ｣ フィールドトリップ事業 141 万円

　地域愛の醸成を図るため、新たな美浜の魅力や町の
取り組みを学ぶフィールドトリップ ( 校外学習 ) を実
施します。

対 象 者▶ ・町内の小学 6 年生
・中学 1・2 年生
・町内各学校教諭等

北前船日本遺産登録事業 86 万円

　日本遺産 ｢ 荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空
間～北前船寄港地・船主集落～ ｣ の認定に向け、調
査や観光活用を進めます。

地場産業の振興4

産業連携推進事業 1,165 万円

　道の駅若狭美浜はまびよりと町生涯学習セン
ターなびあすをつなぐにぎわいゾーンにおいて、
イベントを開催します。

実 施 主 体
開 催 時 期
そ の 他

▶

▶

▶

町民にて構成される実行委員会
11 月頃 ( 予定 )
・若者ファンづくり事業同時開催
・町制 70 周年記念事業

キッチンカー等購入支援事業 300 万円

　新産業の創出と産業振興を図り、町内のイベントや
はまびより、レイクセンター等への出店による賑わい
を創出するため、キッチンカー等の購入を支援します。

対 象 者

対 象 経 費

補 助 率
限 度 額

▶

▶

▶

▶

町内に本社事務所を有する中小企業
( 個人事業者含む )
専用車両 ( キッチンカー・移動販売車 )
の購入、改造費、車両関連の設備導入等
対象経費の2分の1以内 (1事業者1回限り)

100 万円生産者販売チャレンジ支援事業 224 万円

　はまびよりの直売所 ｢ みはまの市場 ｣ に農林水
産物等を出荷する町内出荷者を支援します。

内 容

支 援 期 間

▶

▶

・ 販売手数料の支援として出荷に伴
う販売手数料の一部を補助

令和 5 年 7 月出荷分から

↑みはまの市場

河川水位計設置事業 1,123 万円

● 河川水位観測網を整備
水位計設置予定箇所数　8 カ所
町ホームページにて水位情報を提供

▶

▶

　身近な中小河川水位を町民が把握できる環境を
構築し、災害時の迅速な避難誘導を促します。

観光振興、交流人口の拡大3

若狭美浜観光 PR 事業 2,999 万円

　令和 6 年春の北陸新幹線敦賀開業や令和 7 年
の大阪関西万博等を見据え、関係団体 ( 県・若狭
美浜観光協会・三方五湖 DMO 等 ) と連携し、広
報 ( 出向宣伝 ) 及びプロモーションを実施します。

民宿等活性化事業 1,200 万円

　北陸新幹線敦賀開業により多様化する観光客の
ニーズに対応するため、民宿等が行う施設改修を
支援します。

対 象 経 費
補 助 率
限 度 額

▶

▶

▶

工事請負費、委託料、備品購入費等
対象経費の 3 分の 2 以内
1,000 万円

↑民宿等活性化事業を活用して改修した町内の民宿

インバウンド推進事業 218 万円

台湾を中心としたトップセールスを実施
関係機関とタイアップした訪日外国人への観光誘客
活動を実施
｢WAKASA MIHAMA Travel Guide｣ を活用した観
光案内の実施

▶

▶

▶

● 外国人観光客を誘致
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みはまシナプスプロジェクト

分譲地の購入 ･ 住宅の建築を補助します
　町では、若者世帯の転出抑制と定住促進を図るため、美浜西小学校前宅地分譲地における分譲地の購入と住

宅の建築に対する補助を行っています。対象となる支援は全て受けられます。

対象 補助額 条件

①転入支援 2 年以上他の市町村に住んでいる 40 歳未満
の方で、美浜町に転入しようとする方

土地購入金額の 5％
( 限度額 40 万円 )

本分譲地の宅地を取得
すること

②新婚支援 婚姻後 3 年以内の方

③転居支援 美浜町に住んでいる 40 歳未満の方で、本分
譲地に住所を変更しようとする方

④ U ターン支援 美浜町出身の 40 歳未満の方で、Ｕターン後
2 年以内の方

対象 補助額 条件

①町内建築業者
　利用支援

美浜町内に本店及び支店を有する法人また
は個人業者により住宅を建築する方

建築業者と契約した
金額の 5％
( 限度額 100 万円 )

本分譲地の宅地を取得
し、自分が住むための
住宅を建築すること

②多世帯
　同居支援 親族 3 世代で同居する世帯

建築業者と契約した
金額の 5％
( 限度額 40 万円 )③子だくさん

　同居支援
15 歳以下の 3 人以上の子どもを扶養し同居
する世帯

■ 住宅の建築支援

■ 分譲地の購入支援

※お問い合わせ先
町まちづくり推進課

　移住定住・集落元気推進室
　(担当･久木)　☎32‐6701

南西郷郵便局南西郷郵便局

至敦賀至敦賀至小浜至小浜

〶〶

美浜西美浜西
小学校小学校

若狭梅街道若狭梅街道

国道 27 号国道 27 号

みずうみみずうみ
保育園保育園

分譲地分譲地

②

区画
番号 分譲価格 ( ※ )

① 5,227,700 円

② 5,037,300 円

③ 4,669,500 円

④ 4,592,700 円

⑤ 4,829,400 円

⑥ 4,731,400 円
※申込証拠金 (10 万円 ) を含む

坪単価

9 10万円 万円
～

①
53.29 坪

(176.17 ㎡ )

③
48.49 坪

(160.33 ㎡ )

④
51.03 坪

(168.71 ㎡ )

⑤
49.23 坪

(162.75 ㎡ )

⑥
51.04 坪

(168.75 ㎡ )

54.34 坪
(179.66 ㎡ )

②

第
1
期
分
譲

美浜西小学校前宅地分譲地美浜西小学校前宅地分譲地

学びを軸とした次世代まちづくり事業

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課 (担当・大同 )☎ 32‐6701
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◆プロモーション事業
　地域連携コーディネート組織が、情報発信戦略として美浜塾 ( 仮称 ) の

活動等を発信していきます。この事業では、小・中学生が動画制作や写真

撮影、文章執筆に携われる機会を作り、媒体毎の効果的な発信方法を学ぶ

等、地域の魅力を発見できます。

申込受付期間8/21申込受付期間8/21　　　　～ 9/29～ 9/29(月 )( 月 ) ( 金 )( 金 )

※補助事業は、記載以外の要件もあります。詳細は、お問い合わせください。

◆学校教育との連携
　現在、探究活動は、町内の小学校や中学校、高校で取り入れられ、小学

校で行っている ｢ ふるさと美浜元気プロジェクト ｣ の取り組みが中学・高

校でも継続して行われています。一方で、学校教育は年間の授業数等に制

限があり、取り組める範囲が限られるという課題もあります。

　学びを軸とした次世代まちづくり事業では、｢ 地域に入り込んで、提案

を自分たちの手で実行する ｣｢ 町の課題ではない自分の興味・関心ごとを

深掘りする ｣ 等、これまでの探究とは違うテーマも扱い、学校教育と連携・

調整を図りながら、プログラムを適宜見直していきます。

　さまざまな体験をすることで、選択肢が広がり豊かな人生を送れるように

学校教育と社会教育の両輪で ｢ 学び ｣ の仕組みを作っていきます。

↑美浜の課題調査

↑ふるさと美浜元気フォーラム

子どもが気軽に
来れる遊び場づくり１ 探究学習の

　　開発と実施２ 挑戦プロジェクト
　　　　　の実施３

　遊びの延長に ｢ やってみた

い ｣ を作り、やってみたいの

延長に ｢ 学び ｣ を作る

遊びを通じた学び

　心惹かれるテーマや広い

世界に目を向けるきっかけ

を作る

幅広いテーマを
ベースにした探究学習

　さまざまな学びを踏まえ、

自分たちで Mission を作り、

挑戦する

地域をフィールドに
した探究学習

◆美浜塾 ( 仮称 ) の立ち上げ・運営　～子どもの好奇心を刺激し、遊びながら学ぶを実践～

※美浜塾 ( 仮称 ) の詳細は、次号以降の広報みはま等でお知らせします。

6月補正
予 算 額3,343万円
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まちの話題をお知らせします

2023.8 月号9 8広報みはま

↓ 空家問題について町職員に質問し、説明を受ける児童たち

7 月 11 日に、町内の 3 小学校合同 ｢ 美浜の課題調
査 ｣ が町役場やなびあすで行われました。
　同活動は、ふるさとへの愛着やコミュニケーションス
キルの向上等を目的とする ｢ ふるさと美浜元気プロジェ
クト ｣ の一環で行われたものです。
　各小学校の6年生約60人は、町職員等に質問をして、
町の課題や取り組みについて理解を深めていました。

ふるさと美浜元気プロジェクト

3校合同｢美浜の課題調査｣

コラボほしまつり
4 年ぶりに駅前でイベントを開催

7 月 2 日に、コラボほしまつりがＪＲ美浜駅及び隣接する町
観光センターや道の駅若狭美浜はまびよりで行われました。
　この催しは、美浜駅前の活性化を目的とした団体 ｢ 美浜
駅前イベント実行委員会｣が4年ぶりに開催したものです。
　会場では、折り紙の七夕飾り作りやダンスの披露に加え、
大判焼きやキッチンカーによるおろしそばの販売等が行わ
れ、多くの来場者で賑わっていました。( 関連第 25 頁 )

↓ヨーヨー釣りを楽しむ来場者たち

↑はまびより ( 海の広場 ) で行われたヒップホップダンス

↓お神酒 ･ 花束・スイカの投海

7 月 3 日に、( 一社 ) 若狭美浜観光協会による浜開
き式が、早瀬海水浴場で行われました。
　式には、町や警察、消防、海上保安庁の関係者等が
出席し、玉串を奉納後、テープカットとお神酒 ･花束 ･
スイカの投海が行われました。
　牧野巧観光協会副会長は ｢ 皆さんのご協力をいただ
き夏季シーズンの誘客を図りたい ｣と話されていました。

町内海水浴場の千客万来と安全を祈願

浜開き式浜開き式

↓ 準決勝 ( 郷市 対 河原市 )

6 月 18 日に、第 58 回美浜町民ソフトボール大
会が総合運動公園多目的グラウンドで行われました。
　トーナメント戦で行われた大会には、町内から
5 チーム約 80 人が参加し、決勝戦では、息詰まる投
手戦の末、郷市チームが勝利を収めました。
　大会結果は次のとおりです。
優勝 郷市 　準優勝 南市 　第 3 位 河原市、佐田

晴天の下で繰り広げられる熱戦

第58回町民ソフトボール大会

↓町の防災担当職員と意見交換を行う参加者たち

6 月 25 日に、日向区自主防災会による防災研修会が
日向漁村センターで行われました。
　研修会では、区民の防災意識向上を目的に、自主防災
組織の役割や津波・土砂災害ハザードマップの活用方法
の説明等が行われました。
　参加した区民らは、活発な意見交換を行い、有事の際
に備えていました。

有事に備えて

日向区自主防災会 防災研修会日向区自主防災会 防災研修会

↓勢いよくスタートする参加者たち

6 月 25 日に、若狭路レインボーヒルクライムが県道
三方五湖レインボーライン線で開催されました。
　本大会は、サイクリングを通して三方五湖や日本海
等の自然の魅力を感じてもらうことを目的に三方五湖
DMO ㈱が開催したもので、約 290 人が参加しました。
　参加者は、普段自転車で通行できないレインボーライ
ンを駆け上がり、山頂からの絶景を堪能していました。

三方五湖や日本海を背に銀輪で頂へ

若狭路レインボーヒルクライム

↓保護者に教わりながら赤ちゃんを抱っこする生徒たち

7 月 5 日、7 日、11 日に、赤ちゃん抱っこ体験が美
浜中学校で行われました。
　この催しは、中学 3 年生を対象に赤ちゃんやその保護
者とふれあうことで、将来の育児について考えるきっか
けにしてもらおうと美浜中学校と町が実施したものです。
　生徒たちは、保護者等からの助言を受けながら慎重に
赤ちゃんを抱きかかえ、命の尊さを感じていました。

命の重さを実感

美浜中学校 赤ちゃん抱っこ体験
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■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　(担当･三田)☎32‐6716

福井放送株式会社と
｢防災減災パートナーシップに関する協定｣を締結

(

Ｆ
Ｂ
Ｃ)

が
、
防
災
減
災
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
の

情
報
発
信
力
強
化
や
平
常
時
の
防

災
・
減
災
に
関
す
る
啓
発
活
動
の

効
果
向
上
を
目
的
に
、
福
井
放
送

が
県
内
の
各
市
町
と
締
結
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

協
定
に
は
、災
害
発
生
時
の
情
報

発
信
や
平
常
時
の
啓
発
活
動
へ
の

協
力
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
情
報
発
信
で

は
、
福
井
放
送
が
町
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
電
話
ア
プ

リ
等
で
情
報
発
信
を
行
う
ほ
か
、

災
害
状
況
等
を
町
職
員
が
リ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

啓
発
活
動
へ
の
協
力
と
し
て

は
、
防
災
士
の
資
格
を
有
す
る
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等

が
町
内
の
保
育
園
や
小
・
中
学
校

で
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
を
開

催
す
る
ほ
か
、
町
職
員
が
防
災
・

減
災
へ
の
取
り
組
み
を
ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ
等
で
発
信
す
る
機
会
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
本
協
定
に
基
づ

き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

月
15
日
に
、
町
役
場
で
町

と
福
井
放
送
株
式
会
社

↑協定を交わした戸嶋町長 ( 左 ) と
　池内福井放送株式会社代表取締役社長 ( 右 )

↑みずうみ保育園で啓発物品を手渡す隊員たち

社会を明るくする運動キャラバン隊 巡回実施
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ■ お問い合わせ先

　町住民環境課(担当･山本)
　☎32‐6703

ン
隊
の
出
発
式
を
町
役
場
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、犯
罪
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。今
回
は
、7
月
の
強
調
月
間

に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
敦
賀
地
区
保

護
司
会
美
浜
支
部
や
美
浜
地
区

更
生
保
護
女
性
会
等
で
構
成
さ

れ
る
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

7
月
6
日
に｢

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動｣

キ
ャ
ラ
バ

実
施
委
員
会
か
ら
計
12
名
が
参

加
。
実
施
委
員
長
の
戸
嶋
町
長

は｢

町
民
1
人
ひ
と
り
に
こ
の
活

動
の
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
。
こ
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
少
し
ず
つ
で
も
町
民
に
広

が
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る｣

と
激

励
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
終
了
後
、
隊
員
ら
は
2

班
に
分
か
れ
て
町
内
の
保
育
園
や

各
小･

中
学
校
、
美
方
高
校
、
嶺

南
東
特
別
支
援
学
校
を
巡
回
し
、

啓
発
物
品
を
手
渡
し
な
が
ら
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

↑出発式であいさつをする山口憲人副委員長

申込受付期間

令和5年

8/3(木)17:15 まで

平成6年4月2日以降に
生まれた方

年齢要件

お問い合わせ先

町総務課　(担当・関口) 　☎32‐6700

1次試験日程

令和5年

9/17(日)8:45 から

詳細はこちら

区分 事務 事務
( 情報 )

事務
( 移住・定住 )

土木技師 学芸員 保育士

採用予定
人数 4 名 1 名 2 名 2 名 1 名 2 名

｢A
エーアイ

I｣ではなく

｢地域愛
あ い

｣でつくるまち
2019年入庁/事務 2023年入庁/保育士 2023年入庁/事務 2012年入庁/保健師 2023年入庁/事務

2023年入庁/事務

◇試験区分・採用予定人数

美浜町職員募集
令和6年4月1日採用予定
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美浜町役場

お
知
ら
せ

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は

　
　
　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

下
水
道
は
、
自
然
や
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
公
共
の
財
産

で
す
。
下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
一

人
ひ
と
り
が
十
分
に
注
意
し
て
、
大
切
に

正
し
く
使
用
し
な
け
れ
ば
故
障
の
原
因
と

な
り
、
設
備
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
設
備
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
設

備
を
正
し
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、
定
期

的
な
点
検
と
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
等
の
生
ご
み

は
、
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
使
用
後
の
天
ぷ
ら
油
は
、異
物
を
取
り

除
き
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
入
れ
て
、最

寄
り
の
回
収
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、オ
イ
ル
等

は
、下
水
道
施
設
を
損
傷
す
る
だ
け
で

な
く
、火
災
や
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の

(

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
生
理
用
品
等)

は
、
下
水
管
を

詰
ま
ら
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
金
田)

　
　

☎
32
‐
１
３
４
１

問

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・三田)　 ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

8月23日(水)

午前11時頃
屋外スピーカー

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊急情報の伝達試験を実施します

< チャイム >

｢これは、Jアラートのテストです。｣　(3回)

こちらは、防災美浜町です。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
5
年
第
3
回

美
浜
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の

指
名
推
選
に
よ
り
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
5
年
7
月
3
日
か
ら
令

和
9
年
7
月
2
日
で
す
。

　

こ
の
期
間
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
関
す
る

事
務
及
び
す
べ
て
の
選
挙
に
つ
い
て
投
開

票
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

▼
選
挙
管
理
委
員

・
玉
井
芳
夫
氏(

早
瀬)

・
寺
下
喜
幸
氏(

佐
田)

・
西
島
健
氏(

興
道
寺)

・
橋
本
八
十
男
氏(

久
々
子)

▼
補
充
員

・
浅
妻
丈
浩
氏(

大
藪)

・
中
瀨
博
信
氏(

興
道
寺)

・
藤
田
俊
一
氏(

菅
浜)

・
山
口
憲
人
氏(

日
向)

　

ま
た
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長

に
橋
本
八
十
男
氏
が
、
委
員
長
の
職
務
代

理
者
に
西
島
健
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て

※
50
音
順
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
氏
名
に
旧
字
体
や
俗
字
等
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

は
、
常
用
漢
字
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
総
務
課(
担
当･

山
口)  

☎
32
‐
６
７
０
０

問

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
新
規
交
付
に
つ
い
て

7
月
1
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
主
な
対

象
と
す
る
車
両
区
分｢

特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車｣

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　

町
税
務
課(

担
当
・
浅
妻)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

問

　

原
動
機
付
自
転
車
の
う
ち
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
も
の

　

・
最
高
速
度　

20
㎞
／
ｈ
以
下

　

・
定
格
出
力　

０
・
６
㎾
以
下

　

・
長　
　

さ　

1
・
9
ｍ
以
下

　

・
幅　
　
　
　

0
・
6
ｍ
以
下

●

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
要
件

年
額
２
，
０
０
０
円

●

税
率

※
従
来
の
原
動
機
付
自
転
車
と
同
様
に
、
軽
自
動
車
税

(

種
別
割)

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

町
税
務
課
の
窓
口
に
て
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。交
付
の

際
は
、次
の
必
要
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書

　

・
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明
書

　

・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
書

類(

製
品
カ
タ
ロ
グ
、
型
式
認
定
番

号
標
、
性
能
等
確
認
実
施
機
関
に
よ

る
性
能
等
確
認
シ
ー
ル
等)

　

な
お
、
従
来
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
特
定
原
動
機
付
自
転

車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
へ
の
交
換
を
希

望
す
る
場
合
は
、
交
付
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

※
同
じ
ナ
ン
バ
ー
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
た
め
、
自
賠
責
保
険
等

の
変
更
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
一
斉｢

こ
ど
も
の
人
権
相
談｣

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

い
じ
め
や
虐
待
、学
校
生
活
、家
庭
の
問

題
等
、こ
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

問
8
月
23
日(

水)

〜
29
日(

火)

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●

日　

時

※
期
間
中
の
土
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０(

通
話
無
料)

●

相
談
専
用
電
話

　
　
　
　

(

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番)

　

ア
カ
ウ
ン
ト
名
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
人
権
相
談

　

検
索
Ｉ
Ｄ
：@

sn
sjin
ken
so
u
d
an

●

Ｓ
Ｎ
Ｓ(

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ)

に
よ
る
人
権
相
談

友達登録は
こちら

　
　

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会

　
　

☎
０
７
７
６
‐
54
‐
６
３
３
０

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
西)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

問 後
期
高
齢
者
の
方
へ

無
料
の
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対
象

に
、福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の

で
、県
内
個
別
歯
科
医
療
機
関
に
予
約
の

上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
か
の
方

　

①
令
和
5
年
4
月
1
日
時
点
で
78
歳
・

79
歳
の
方(

個
別
に
通
知)

　

②
78
・
79
歳
以
外
の
方
で
、歯
科
健
診
を

希
望
す
る
方(

町
健
康
福
祉
課
窓
口

で
発
行(

上
限
30
名))

●

受
診
券
発
行
対
象
年
齢

発
行
日
か
ら
お
お
む
ね
3
カ
月

●

受
診
期
限

県
内
の
個
別
歯
科
医
療
機
関

●

受
診
場
所

※
受
診
可
能
な
医
療
機
関
一
覧
に
つ
い
て
は
、
受
診
券

に
同
封
し
ま
す
。

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

は
あ
と
ぴ
あ
大
浴
場
の

利
用
中
止
に
つ
い
て

　
　

内
閣
府
政
策
統
括
官

　
　

防
災
担
当
・
防
災
計
画
担
当　
　
　

☎
03
‐
３
５
０
１
‐
６
９
９
６

問
　

地
震
防
災
対
策
で
は
、減
災
目
標
の
達

成
に
向
け
、地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、内
閣
府
で
は
、今
後
の
防
災
対

策
に
向
け
、皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、避
難
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
ま
す
。1
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
回
答

い
た
だ
き
た
く
、ぜ
ひ
ご
意
見
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

7
月
〜
8
月
頃(

予
定)

●

実
施
期
間

●

回
答
フ
ォ
ー
ム

・
回
答
は
1
人
1
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

　

・
回
答
の
途
中
で
、回
答
状
況
を
一
時
保

存
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
選
択
式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択
肢

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、記

述
式
の
設
問
は
、可
能
な
限
り
具
体
的

に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

・
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
取
り
ま
と
め
後
、

今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

注
意
事
項

回答は
こちらから

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
田
村)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

ボ
イ
ラ
ー
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
工
事

の
た
め
、次
の
期
間
利
用
を
中
止
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

8
月
17
日(

木)

〜
10
月
12
日(

木)

●

利
用
中
止
期
間

↑電動キックボード

ナンバープレート
イメージ
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●

募
集
人
員

2
名
程
度

●

受
験
資
格

・
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、高
等
学

校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

●

受
付
期
間

7
月
31
日(

月)

〜
8
月
18
日(

金)

●

第
1
次
試
験
日
時

9
月
17
日(

日) 

午
前
9
時
か
ら

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
吏
員
を

募
集
し
ま
す

●

そ
の
他

　

詳
細
は
、敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

敦
賀
美
方
消
防
組
合消

防
本
部
総
務
課

☎
22
‐
９
９
９
１

問
　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
で
は
、令
和
6
年

4
月
採
用
の
消
防
吏
員
採
用
候
補
者
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

第36回美浜町民レガッタ
参加クルー募集！

申込締切

会 場

県立久々子湖ボートコース

(500 ｍ )

8月6日 (日 )
午後 5時まで

※お問い合わせ先　　第36回美浜町民レガッタ実行委員会事務局
　　　　　　　　　  (町生涯学習推進課内) (担当･今安)　 ☎32‐6709

種目 ( 男 ･ 女区分 ) 漕手 4 人の合計年齢
または漕手について

一般

ガッツマンの部 ( 男子 ) 160 歳未満

ジェントルマンの部 ( 男子 ) 160 歳以上

シニアの部 ( 男子 ) 180 歳以上

スーパーシニアの部 ( 男子 ) 200 歳以上

レディーの部 ( 女子 ) 160 歳未満

マダムの部 ( 女子 ) 160 歳以上

ミックスの部 ( 男女混成 ) 男 2 名以内
年齢制限なし

小学生の部 ( 区分なし ) 小学生で 4 年生以上のみ
男女問わない

中学生の部 ( 区分なし ) 中学生のみ
男女問わない

交流

交流男子の部 ( 男子 )
※上限 60 クルー

年齢 18 歳以上
町内居住・勤務者 2 名まで

交流女子の部 ( 女子 ) 年齢 18 歳以上
町内居住・勤務者 2 名まで

交流議会議員の部 ( 区分なし ) 町内外の議会議員で構成

■ 部 門■ 参加資格

・一般部門　 クルー全員が町内に居住または

勤務する方

・交流部門 　 18 歳以上 ( 町内に居住または

勤務する方は 2 名まで )

■ クルー構成

　1 クルーは監督 1 名、選手 7 名以内の登録。

　漕手は、経験者 1 名以内。

■ 参加料 (1クルー当たり )

・一般部門　5,000 円

　（小学生の部 ･ 中学生の部は無料）

・交流部門　6,000 円

■ 初心者ボート講習会

　9 月 3 日 ( 日 )、9 月 9 日 ( 土 ) に、乗艇

中の事故等を防止するため、講習会を開催し

ます。｢ 初参加のクルー ｣ や ｢ 自信のないク

ルー ｣ のコックス及び漕手 1 名以上は、い

ずれかの講習会を必ず受講してください。

募
集･

申
請
等

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

団
体
・
企
業
を
募
集
し
ま
す

美
浜
町
き
ら
り
公
務
員

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
募
集
し
ま
す

　
　

町
総
務
課(

担
当
・
山
口)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
０

問
　

町
で
は
、町
役
場
で
の
実
務
を
経
験
し
、

仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
期
間

　

随
時(

令
和
6
年
3
月
末
ま
で)

●

期　

間

5
日
〜
最
大
1
カ
月
程
度

●

対　

象

　

大
学
院
・
大
学
・
専
門
学
校
・
高
専
等

に
在
学
中
の
学
生

●

時　

給

　

９
２
２
円(

別
途
交
通
費
支
給)

　

遠
方
か
ら
申
込
を
さ
れ
た
方
に
は
、

宿
泊
施
設
を
準
備
し
ま
す
。
制
度
の
詳

細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●

申　

込

　

申
込
書
を
町
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
日
数
や
時
間
帯
等
は
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※お問い合わせ先 町土木建築課 (担当・川畑 )☎ 32‐6707

美浜町老朽危険空家等解体撤去事業補助金を拡充しました

　町では、増加する空家等の解体撤去を促進するため、老朽化し危険な状

態にある空家等の除却に要する費用の一部を補助しています。

　7月1日からは、期間限定の特例として、補助限度額の引き上げと補助

対象に倉庫・蔵等を追加し、集中的に空家等の除却を促進します。

■補助対象者
次のいずれかに該当する方

①町内にある老朽危険空家等の所有者等

② 町内にある老朽危険空家等の所有者等から解体

撤去について委任を受けた方

■補助対象老朽危険空家等
　老朽化した危険な空家等のうち、美浜町空家等対

策協議会で補助金の付与が認められた空家

■補助額
区分 補助額 加算額

特定空家
対象工事に要する費用の 3 分の 1 以内
( 限度額：50 万円→拡充後 100 万円 )

50 万円

準特定
空家

対象工事に要する費用の 3 分の 1 以内
( 限度額：30 万円→拡充後 60 万円 )

30 万円

倉庫・蔵等
( 特定空家相当 )

対象工事に要する費用の 3 分の 1 以内
( 対象外→拡充後限度額：60 万円 )

30 万円

　補助額の加算は、次のいずれかの

要件を満たす場合、適用されます。

　①主たる構造が木造以外

　　( 老朽空家に限る )

　②延べ床面積が 200 ㎡以上

　③ 敷地が狭い道路沿い ( 幅員 3m

未満 ) または未接道

美浜町老朽危険空家等解体撤去事業補助金を拡充しました

補助対象老朽危険空家等

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
幸
光)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

町
で
は
、健
康
づ
く
り
の
意
識
を
町
全
体

に
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
団
体
・
企
業
等
の
表
彰
制
度
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
や
企
業
の
従
業
員
等
の
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
う
団

体
・
企
業
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●

対　

象

　

①
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
区

　

②
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
町
内
企
業

　

③
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
町
内
各
種

団
体

●

表
彰
内
容

　

げ
ん
げ
ん
歩プ

ラ

ス

楽
寿
7
つ
の
健
康
行
動
を

実
践
し
て
い
る
活
動
や
地
域
住
民
・
企
業

の
従
業
員
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
等
を

表
彰
し
ま
す
。

●

申
込
期
限

11
月
10
日(

金)

●

申
込
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
町
健
康
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

そ
の
他

　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
他
薦
の

場
合
は
、
申
込
前
に
候
補
者
の
承
諾
を
得

て
く
だ
さ
い
。

開催日

10 月 14 日 ( 土 )・15 日 ( 日 )
(14 日は交流部門・15 日は一般・交流部門 )

■拡充期間
令和8年3月31日まで(※)

※ 拡充期間終了後は、補助限度額が引き下がり、倉庫・蔵等が補助
対象外となります。期間中の解体をご検討ください。

■ 申し込み

　参加申込書の様式は、町ホームページからダウンロードできます。

※ 交流男子の部については、60 クルーを超える申し込みがあった場合、
抽選となります。

※
申
込
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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※お問い合わせ先 夏フェスタ美浜実行委員会事務局(株式会社旅工房内) ☎32‐6666

夏フェスタ美浜2023を
　　　　　　開催します

8 月 19 日 ( 土 )

開場：正午　開演：午後 1 時

屋外映画：午後 7 時～

打上花火：午後 8 時 45 分～

■日　時

美浜町総合運動公園■場　所

■概　要
　各種ステージパフォーマンスや屋台、キッチン

カー、野外スポーツ体験等が行われます。

　夜には、屋外映画の上映が行われた後、約 15 分間

花火が打ち上げられ、美浜の夜空を彩ります。

　上映する映画の詳細等は、ホームページをご覧く

ださい。

●

対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

　

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
5
年
度

に
お
い
て
県
が
実
施
す
る｢

子
育
て

支
援
員
研
修(

地
域
保
育
コ
ー
ス)｣

を
受
講
し
、
修
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と

　

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と(

世
帯

全
員)

　

・
同
様
の
助
成
等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、町
こ
ど

も
未
来
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
経
費

　

集
合
研
修
会
場(

越
前
市)

ま
で
の
鉄
道

運
賃(

旅
客
運
賃)

●

申
請
期
限

研
修
修
了
か
ら
１
カ
月

子
育
て
支
援
研
修
を
受
講
す
る
際
の

交
通
費(

鉄
道
運
賃)

を
助
成
し
ま
す

●

そ
の
他

　

詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。町

こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
本
間)

☎
32
‐
６
７
１
３

問
　

町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

人
材
の
確
保
を
目
的
に
、
県
が
実
施
す
る

令
和
5
年
度
子
育
て
支
援
員
研
修(

地
域

保
育
コ
ー
ス)

に
要
す
る
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

※
特
急
料
金
や
座
席
指
定
料
金
は
除
く

イ
ベ
ン
ト･

行
事

若
者
世
帯
の
住
宅
取
得
を支

援
し
ま
す

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課移住定住・集落元気推進室 (担当・久木 )☎ 32‐6701

がんばる｢美浜人｣を応援します
　町では、町民一人ひとりの知恵と発想を最大限に生かし、活発なコミュニケーションを
通じて、地域が自立的に個性と魅力のあるまちづくりを行う団体に対して補助を行います。

■対象団体
　町内で活動している、主に町民で構
成される団体
※構成員が 3 人以上で、　2 分の 1 以上が町

民であること

■対象となる事業
　地域の活性化、ブランド力の強化
または地域の実情を踏まえた課題の
解決に資するもので、資金の使途が
明確で収支計画を含む事業計画の実
効性が高い事業
■補助額

補助対象経費の 5 分の 4 以内
※限度額は 1 団体あたり 40 万円まで

■その他
　申請書類等については、町ホー
ムページをご覧いただくか、お問
い合わせください。

◎久々子楽農クラブ

　高齢者がいきいきとした
日々を過ごすため、休耕田
を活用して畑作を行い、作
物の販売によって収益を得
ることや子どもたちとのイ
ベントを通して、生きがい
づくりと世代間交流を図り
ました。

◎遊 viva 美浜実行委員会

　「自分の好きな仕事や得意
なことが将来の起業や夢の
きっかけとなる ｣ ということ
を子どもや子育て世代の方
に伝えたいという思いから、
楽しみながら体験できる「遊
Viva 美浜」というイベント
を企画・開催しました。

秋に開催された収穫祭 こども屋台のスーパーボールすくい

■補助金採択団体
令和 4 年度に採択された団体の活動を一部紹介します。

■審査会の時期(予定)
8 月、10 月

未

※お問い合わせ先 町観光誘客課 (担当・中瀬 )☎ 32‐6705

三方五湖エリアで飲食空間・宿泊空間づくりに取り組む方を支援します

　町では、多様な自然を満喫できる三方五湖エリアにおいて、観光客の周遊及

び滞在を促進するため、地域資源を満喫できる飲食空間及び宿泊空間づくりに

取り組む方への支援を行います。

■補助対象者
　町内の三方五湖周辺地域において、地域資源
を活かした飲食施設または宿泊施設を新規出店
する者
■補助要件
次のいずれにも該当すること
① 三方五湖エリアが有する地域資源を満喫できる

新たな誘客コンテンツとして、飲食空間または
宿泊空間づくりを行う事業であること。

② 三方五湖エリアにおける観光客の周遊及び滞在
の促進に資する事業であること。

③ 3 年以上継続して営業する見込みであること。
④ 原則として当該施設を週 4 日以上営業する見込

みであること。
⑤ 政治的若しくは宗教的な活動または特定の者の

みを対象とする事業でないこと。

■補助額
補助対象経費の 3 分の 2
※上限額は 600 万円

■その他
　詳細は、町ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

■採択方法
審査会により採択事業を決定

■応募期限
8 月 15 日 ( 火 )

■補助対象経費
経費の区分 補助対象経費

工事請負費 事業に要する建物の工事請負費(新築、改修)

委託料 測量設計・監理等の業務委託料

備品購入費 事業に必要となる設備・備品等の購入費

その他 町長が事業に必要と認める経費

＼詳細はこちら／町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

移
住
定
住
・
集
落
元
気
推
進
室

(

担
当
・
久
木)

☎
32
‐
６
７
０
１

問
　

町
で
は
、
若
者
世
帯
の
定
住
促
進
・
転

出
抑
制
を
目
的
に
、
町
内
に
居
住
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
住
宅
の
取
得
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

●

補
助
額

　

住
宅
の
取
得
に
要
す
る
経
費(

５
０
０
万

円
以
上)

の
１
０
０
分
の
5
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
こ
と
。(

上
限
１
０
０
万
円)

①
補
助
基
本
額
　
50
万
円

　

申
請
日
に
お
い
て
39
歳
以
下
で
構
成
さ

れ
る
夫
婦
で
あ
る
こ
と

②
加
算
額
　
50
万
円

　

申
請
日
に
お
い
て
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
同
居
す
る
子
育
て
世
帯
ま
た
は
町
内

建
設
業
者
を
利
用
す
る
こ
と

●

申
請
期
日

　

住
宅
の
建
築
補
助　

9
月
30
日
ま
で

　

住
宅
の
購
入
補
助　

11
月
30
日
ま
で

●

主
な
補
助
要
件

　

・
町
が
宅
地
分
譲
し
た
土
地
に
建
設
す

る
住
宅
で
な
い
こ
と

　

・
補
助
対
象
者
が
直
接
建
設
す
る
住
宅

で
な
い
こ
と

　

・
国
や
県
、
町
等
の
他
の
事
業
で
補
助

金
等
を
活
用
し
て
い
な
い
こ
と

■その他
　当イベントの開催にあたり、クラウドファ

ンディングを行っています。この企画に賛

同いただける方のご支援をお待ちしてい

ます。 ホームページは
こちら

●

そ
の
他

　

当
該
年
度
の
3
月
1
日
ま
で
に
建
設
工

事
及
び
購
入
に
係
る
支
払
い
を
完
了
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
該
補
助
事
業
は
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
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芸
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去
る
6
月
2
日
、
道
の
駅
若
狭
美
浜
は

ま
び
よ
り
が
国
道
27
号
沿
い
に
オ
ー
プ
ン

し
、
美
浜
駅
前
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
〝
道
の
駅
〞
と
い

う
視
点
か
ら
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、道
の
駅
と
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
休

憩
と
と
も
に
地
域
の
情
報
発
信
や
地
域
振

興
機
能
を
有
し
、国
土
交
通
省
に
登
録
さ

れ
た
施
設
で
す
。社
会
実
験
を
経
た
平
成
5

年
の
制
度
発
足
に
あ
た
り
、登
録
さ
れ
た
道

の
駅
は
１
０
３
駅
で
し
た
。そ
こ
か
ら
30
年

を
掛
け
普
及
し
た
結
果
、現
在
は
ま
び
よ
り

を
含
め
、全
国
で
発
足
当
初
の
10
倍
以
上
と

な
る
１
，２
０
４
駅
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
代
に
お
い
て
駅
と
い
え

ば
、
鉄
道
の
停
車
場
を
指
し
ま
す
が
、
鉄

道
が
な
か
っ
た
時
代
の
駅
は
道
に
置
か
れ

る
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
古
来
、
街
道
沿
い
に
設
け
ら
れ
た

宿
舎
や
厩

う
ま
や
等
は
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
た

め
、
古
来
の
駅
は
道
の
駅
で
あ
る
こ
と
が

当
然
だ
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
、
美
浜
の
地
に
こ
の
駅
が
設
置
さ

れ
た
の
は
い
つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
史
上
に
お
け
る
駅
整
備
の
端
緒
は

7
世
紀
半
ば
に
朝
廷
と
地
方
の
交
通
を
実

現
す
る
た
め
、道
の
開
削
と
併
せ
て
行
わ

れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、原
則
と
し
て
30
里

(

約
16
㎞)

毎
に
駅う
ま
や家
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
駅
家
は
、
身
分
の
高
い
人
物
や
公

用
の
使
者
で
あ
る
官
使
等
、
許
可
さ
れ
た

者
の
み
が
利
用
で
き
、
宿
や
食
事
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駅え
き
ば馬
が
置
か
れ
官

使
は
、
駅
毎
に
馬
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
重

要
な
情
報
等
を
運
び
ま
し
た
。

10
世
紀
に
編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ
、当
時
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
法
典｢

延え
ん
ぎ
し
き

喜
式｣

に
よ
れ
ば
、若
狭
国
に
は
北
陸
道
に
沿
い
弥

美
駅
と
濃の

お飫
駅
が
置
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
5
頭

の
馬
が
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。弥
美
駅
の
所

在
地
に
つ
い
て
は
、郷
市
、河
原
市
、木
野
、

中
寺
等
、複
数
の
説
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、

残
念
な
が
ら
特
定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、現
在
の
は
ま
び
よ
り
か
ら
遠
く
な
い
位

置
に
古
代
の
駅
が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性

は
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
時
代
が
下
る
と
若
狭
の
街
道
は

北
陸
道
か
ら
分
か
れ
、
丹
後
街
道
と
し
て

若
狭
国
の
幹
線
道
路
に
相
当
す
る
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
、
小
浜
藩
主
は
丹
後
街
道
か
ら
敦
賀
を

経
由
し
て
、
江
戸
に
向
う
参
勤
交
代
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
近
現
代
に
至
る
と
丹
後
街
道

に
準
じ
る
形
で
国
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
27
号

の
沿
線
地
域
は
大
変
長
ら
く
当
地
に
お
け

る
交
通
の
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
数

多
の
人
々
が
旅
の
途
中
に
、
駅
や
街
道
に

沿
っ
て
開
か
れ
た
市
で
英
気
を
養
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
在
り
し
日
の
光
景
が
、は
ま
び
よ
り

の
賑
わ
い
に
姿
を
変
え
て
戻
っ
て
き
た
こ

と
は
歴
史
の
必
然
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館)↑道の駅若狭美浜はまびより

“道の駅”今昔語り

俳
　
句

水
無
月
俳
句
会

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

政
岡
　
弘
子
（
久
々
子
）

楠
　
充
代
（
佐
　
田)

楠
　
充
代
（
佐
　
田
）

下
駄
履
い
て
祇
園
祭
り
の
若
き
日
よ
　
　
　
　

水
溜
り
夏
蝶
集
ひ
旅
立
て
り

水
晶
浜
賑
わ
ひ
戻
る
砂
日
傘
　
　
　
　

新
調
の
網
戸
帰
省
の
子
ら
を
待
つ

蜘
蛛
の
囲
に
水
玉
光
る
朝
仕
事

　
　
　
　
　

黴
匂
ふ
釈
迦
の
涅
槃
図
色
褪
せ
て

青
す
だ
れ
蚊
帳
と
て
知
ら
ぬ
世
代
か
な

Mihama　Information

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

8
月
25
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

●

日　

時

●

会　

場

な
び
あ
す

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
本)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申　

込

8
月
18
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 教

室･

講
座･

説
明
会
等

●

費　

用

１
，
０
０
０
円

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
夏
花
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
ス
ワ
ッ
グ
づ
く
り

　

橙
黄
色
の
鮮
や
か
な
ベ
ニ
バ
ナ
を
メ
イ
ン

(
予
定)

に
、
小
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

8
月
5
日(

土)

　

①
午
前
10
時
〜
／
②
午
後
1
時
〜

●

日　

時

●

定　

員

各
日
各
回
8
名

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

8
月
は
、
他
に
も
、
収
穫
体
験
等
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
‐
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー

ル(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
づ
く
り
教
室

8
月
20
日(

日)

、
27
日(

日)

　

両
日
と
も
に
午
前
10
時
〜
正
午

●

日　

時

●

費　

用

１
，
５
０
０
円

　

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
産
野
菜
を
使
っ
た
ハ
ヤ
シ
ラ
イ

ス
で
残
暑
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

8
家
族(

グ
ル
ー
プ)

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
2
〜
3
名
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
子
ど
も･
子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

｢

ち
び
っ
こ
夏
祭
り｣

8
月
22
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

8
月
7
日(

月)

〜
18
日(

金)

●

内　

容

　

出
店
で
遊
ん
だ
り
、
み
ん
な
で
踊
っ
た

り
し
て
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

定　

員

30
組

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

山
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ●

講　

師

香
月
拓
氏

(

仁
愛
女
子
短
期
大
学

　
　
　

幼
児
教
育
学
科
准
教
授)

◆
育
児
講
座

｢

発
達
に
あ
っ
た
お
も
ち
ゃ
作
り｣

8
月
26
日(

土)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

8
月
7
日(

月)

〜

8
月
18
日(

金)

●

内　

容

　

発
達
に
関
す
る
お
話
を
聞
い
た
り
、
年

齢
に
あ
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

定　

員

15
組

第
68
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
を開

催
し
ま
す

●

会　

場

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

●

対
象
者

町
内
ま
た
は
敦
賀

市
内
在
住
で
展
示

品
を
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
る
方

問
　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
志
賀)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
１
１
５
３

　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
ご

み
の
中
か
ら
、自
転
車
や
家
具
等
約
１
０
０

点
を
手
入
れ
し
て
展
示
し
、希
望
者
に
提

供(

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選)

し
ま
す
。

7
月
31
日(

月)

〜
8
月
4
日(

金)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●

展
示
日
時

※
8
月
4
日
は
、午
後
7
時
ま
で
延
長
開
催
し
ま
す
。

8
月
7
日(

月)

午
前
10
時
〜

●

抽
選
日
時

※
自
転
車
は
、点
検
及
び
防
犯
登
録
に
要
し
た
費

用
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

8
月
7
日(

月)

抽
選
終
了
後
〜
午
後
4
時
30
分

8
月
8
日(

火)

〜
10
日(

木)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●

引
き
渡
し
日
時

↑昨年展示された自転車
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和4年9月26日～)

使
用
済
燃
料
の
県
外
搬
出
に
つ
い
て

　
　
　

櫻
本
副
知
事
が
戸
嶋
町
長
と
意
見
交
換
を
実
施

6
月
12
日
に
関
西
電
力
㈱
は
、
杉
本
知

事
に
対
し
て
、
電
気
事
業
連
合
会
が
公
表

し
た｢

使
用
済
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
再
処
理
実

証
研
究
の
計
画｣

に
基
づ
き
同
社
の
使
用

済
燃
料
２
０
０
ト
ン
を
高
浜
発
電
所
か
ら

フ
ラ
ン
ス
へ
搬
出
す
る
計
画
が
あ
る
と
報

告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で｢

使
用
済
燃
料
が
福
井
県

外
へ
搬
出
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
中
間

貯
蔵
と
同
等
の
意
義
が
あ
る｣

と
述
べ
、

２
０
２
３
年
末
を
最
終
の
期
限
と
し
て
取

り
組
む
と
し
て
い
た
計
画
地
点
の
確
定
は

達
成
さ
れ
、
県
と
の
約
束
は
果
た
さ
れ
た

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月
19
日
に
は
、
西
村
経
済
産

業
大
臣
か
ら
関
西
電
力
㈱
の
報
告
は｢

中

間
貯
蔵
と
同
等
の
意
義
が
あ
り
、
計
画
地

点
の
確
定
は
果
た
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る｣

と
国
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
県
は
、
使
用
済
燃
料
の

中
間
貯
蔵
に
係
る
報
告
内
容
に
つ
い
て
十

分
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
立
地

市
町
や
県
議
会
の
意
見
等
を
確
認
し
総
合

的
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
7
月
6
日
に
戸
嶋
町

長
が
米
澤
敦
賀
市
長
と
と
も
に
櫻
本
副
知

事
と
面
談
し
ま
し
た
。

↑ 町役場で櫻本副知事(左)と面談する戸嶋町長(手
前 ) と米澤敦賀市長 ( 右 )

戸
嶋
町
長
が
町
議
会
と
と
も
に

国
に
対
し
て
要
請
活
動
を
実
施

6
月
28
日
に
、
髙
木
毅
衆
議
院
議
員
同

行
の
も
と
、
戸
嶋
町
長
は
町
議
会
の
山
口

議
長
、
兼
田
副
議
長
、
原
子
力
発
電
所
特

別
委
員
会
の
辻
井
副
委
員
長
、
福
井
県
美

浜
町
・
琵
琶
湖
北
西
地
域
道
路
整
備
促
進

特
別
委
員
会
の
竹
仲
委
員
長
と
と
も
に
、

経
済
産
業
省
や
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
に

対
し
て
、
原
子
力
政
策
等
に
係
る
要
請
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
要
請
を
受
け
、
国
か
ら
は｢

要

請
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
振
興
や
避
難

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い｣

と
い
っ
た
前
向
き
で
力
強

い
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
議
会
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題

や
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

↑ 要請書の提出 ( 左から兼田副議長、山口議長、
　西村経済産業大臣、戸嶋町長、髙木衆議院議員、
　竹仲委員長、辻井副委員長 )

↑山本文部科学大臣政務官 ( 右 ) への要請

　

面
談
に
お
け
る
戸
嶋
町
長
か
ら
の
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

関
西
電
力
㈱
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
一

歩
前
進
と
受
け
止
め
る
が
、
解
決
す
べ
き

課
題
も
露
見
し
て
お
り
、
議
論
が
必
要
な

状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
具
体
的
な

交
渉
経
緯
等
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
県
と

の
約
束
事
の
履
行
に
向
け
た
事
業
者
の
取

組
状
況
が
見
え
に
く
い
。

　

原
子
力
発
電
事
業
を
円
滑
か
つ
持
続
的

に
推
進
す
る
た
め
に
は
、県
や
立
地
市
町
、

地
元
の
理
解
と
協
力
、
信
頼
関
係
の
構
築

が
不
可
欠
で
あ
り
、
事
業
者
の
姿
勢
を
明

確
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
国
民
理
解
の
醸
成

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
直
面
し
、
原
子

力
発
電
に
係
る
必
要
性
・
重
要
性
に
つ

い
て
、
議
論
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
十

分
な
状
況
に
は
な
い
。
ま
た
、
高
校
生

の
意
識
調
査
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原

子
力
へ
の
見
識
を
深
め
た
い
と
の
意
見

も
多
い
た
め
、
こ
の
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
、
国
が
主
体
と
な
り
国
民
理
解
の

醸
成
に
努
め
る
こ
と
。

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
推
進

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館｢

き

い
ぱ
す｣

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
の

拠
点
施
設
と
し
て
位
置
付
け
、
高
度
化

に
向
け
た
施
設
機
能
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
財
源
・
人
材
面
も
含
め
支
援

す
る
こ
と
。

⑤
避
難
道
路
の
多
重
化(

道
路
新
設)

　

本
町
は
、
嶺
南
地
域
に
お
い
て
唯
一
南
北

に
通
じ
る
避
難
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
滋
賀
県
境
山
間
部
に
は
、
孤

立
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
を
抱
え
て
お
り
、
他

地
域
に
比
べ
、
道
路
避
難
の
安
全
度
が
脆
弱

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
現
状
と
立

地
地
域
が
果
た
す
社
会
貢
献
度
等
を
鑑
み
、

南
北
方
向
の
避
難
道
路
を
新
設
す
る
こ
と
。

⑥
避
難
道
路
・
制
圧
道
路
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
靭
化

　

原
子
力
災
害
時
の
避
難
や
事
故
制
圧
時

に
利
用
す
る
幹
線
道
路
は
、
狭
窄
部
や
脆

弱
な
法
面
を
抱
え
、
ま
さ
か
の
時
の
機
能

不
全
に
陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

避
難
道
路
・
制
圧
道
路
の
局
部
改
良
等
の

強
靭
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑦
原
子
力
発
電
所
の

　
　
　
　
　

防
護
・
防
災
対
策
強
化

　

原
子
力
発
電
所
に
向
け
た
武
力
攻
撃
や

テ
ロ
に
対
し
、
自
衛
隊
や
警
察
等
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
防
護
・
防
災
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑧
立
地
地
域
の
将
来
像
の
実
現

　

共
創
会
議
で
示
さ
れ
た｢

福
井
県
・
原

子
力
発
電
所
の
立
地
地
域
の
将
来
像｣

は
、

立
地
地
域
発
展
の
大
き
な
柱
と
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
実
行
・
実
現
に
向
け
て
国
が

主
体
と
な
り
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑨
原
子
力
発
電
所
稼
働
の

        

経
済
効
果
を
踏
ま
え
た

                 

地
域
振
興
策
の
拡
充

　

原
子
力
発
電
所
が
稼
働
す
る
こ
と
に
よ

り
得
ら
れ
る
経
済
効
果
は
も
と
よ
り
、
立

地
地
域
が
抱
え
る
リ
ス
ク
や
社
会
経
済
活

動
へ
の
貢
献
度
を
考
慮
し
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
地
域
振
興
の
拡
充
や
、
き
め
細

や
か
な
伴
走
型
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑩
立
地
地
域
支
援
交
付
金
制
度

　

地
域
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、
10
年
間
を
限
度
と
す
る
美
浜
1
・
2

号
機
の
廃
炉
に
係
る
本
交
付
金
の
交
付
期

間
を
廃
止
措
置
が
終
了
す
る
ま
で
対
象
と

す
る
等
、
新
た
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

⑪
企
業
誘
致
へ
の
支
援
強
化

　

経
済
的
に
疲
弊
す
る
廃
炉
地
域
の
一

層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
電
気
料
金

割
引
制
度
の
要
件
や
期
間
等
、
制
度
の

拡
充
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

⑫
原
子
力
立
地
給
付
金
の
拡
充

　

原
子
力
立
地
給
付
金
の
原
資
と
な
る

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
拡
充
を

図
る
と
と
も
に
、
原
子
力
発
電
所
が
稼

働
し
て
い
る
地
域
に
、
給
付
金
が
加
算

さ
れ
る
よ
う
制
度
を
見
直
す
こ
と
。

⑬
も
ん
じ
ゅ
廃
炉
・
新
試
験

　
　

研
究
炉
設
置
に
係
る
地
域
振
興

　

立
地
市
と
同
等
の
エ
リ
ア
と
し
て
事
業

推
進
に
協
力
し
て
き
た
本
町
の
経
緯
を
十

分
に
考
慮
し
、
サ
イ
ト
で
進
め
ら
れ
て
い

る
新
試
験
研
究
炉
等
を
活
用
し
た
地
域
振

興
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
こ
と
。

①
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　

伴
走
型
地
域
振
興
の
推
進

　

Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
や
Ｇ
Ｘ

脱
炭
素
電
源
法
に
よ
り
、
原
子
力
政
策
の

方
向
性
等
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
意
義

深
い
。
原
子
力
政
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

安
全
安
心
の
最
大
限
の
確
保
を
大
前
提
に
、

町
の
実
情
に
即
し
た
伴
走
型
を
基
軸
と
す
る

防
災
対
策
や
地
域
振
興
等
を
進
め
る
こ
と
。

②
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

着
実
な
推
進

　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
着
実
な
推
進
に
つ

い
て
、
六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
早
期
稼
働

は
も
と
よ
り
、
中
間
貯
蔵
施
設
・
最
終
処

分
場
の
確
保
や
法
整
備
等
、
具
体
的
な
将

来
展
望
を
早
期
に
示
し
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド

対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。
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水遊びと熱中症予防

※ お問い合わせ先　
　町子ども･子育てサポートセンター
　(担当･山田)　☎32‐0192

放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

水遊びと熱中症予防

※お問い合わせ先　   町健康福祉課地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　(担当･山本佳代子)    ☎32‐6704

　いよいよ夏本番！子どもは水に触れて遊ぶことが大好きです。今月号では、おうちで

できる簡単な水遊びと、この時期に気を付けたい熱中症の予防について紹介します。

脱水

フレイルチェック測定会を開催します

ジップ付き袋やビニール袋に
水を入れてみよう！

　ねんねの時期の赤ちゃんで、まだ水遊びは早い
かなというお子さんや、天気が悪く水遊びができ
ない時におすすめです。
　ビニール袋やジップ付き袋に水を入れ、顔に
当ててみたり手で押してみたりすると、袋の中で
水が動く感触を楽しめます。
　ビニール袋を使う時は、破れないように二重
にするといいですよ。

製氷皿やバットに水を入れて
凍らせてみよう！

　氷は、冷たさや溶けていくこと、ツルツル滑る
不思議さを体感でき、水とは違った面白さがあ
ります。小さいおもちゃや花びら等を入れて凍
らせ、溶け出てくることを楽しんだり、絵の具や
食紅で色をつけた氷でお絵かきをしたりして遊
ぶこともできます。
　お子さんの年齢に合わせて遊び方を工夫して
みてはいかがでしょうか。
　なお、絵の具で色をつ
けた氷で遊ぶ際は、氷を
飲み込まないように注意
しましょう。

‐熱中症予防について‐
☞ 水遊びをしている間も体の水分は奪われていま

す。こまめに水分をとることを意識しましょう。
☞ 屋外遊びの際は、15～20分おきに日陰や屋内

で休憩を取りましょう。
☞ 外出時は暑い時間帯を避けましょう。車中も暑

くなるので、外出の際は、事前に車のエアコン
を入れておきましょう。

　いよいよ夏本番！子どもは水に触れて遊ぶことが大好きです。今月号では、おうちで

できる簡単な水遊びと、この時期に気を付けたい熱中症の予防について紹介します。

動脈硬化予防健診を実施します

■動脈硬化予防健診とは

　早期に動脈硬化性病変（プラーク等）

を見つけることのできる頸動脈エコー

検査を中心とした健診です。

■対象【下記の①から③すべてを満たす方】

① 40 歳から 74 歳で町内に住所を有する方

② 令和 5 年度に町や職場等のがん検診 ( 肺・胃・大腸・乳・子宮頸がん )

のうち 1 つ以上受診した方または受診予定の方

③ 令和 4 年度に町が実施した動脈硬化予防健診を受診していない方

■実施予定日

　9月26日(火)及び10月28日(土)

　各日午後 1 時から

■募集方法

　8 月上旬に新聞折り込みでチラシを配布します。

詳細は、チラシをご覧ください。

予 告

※お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･繁田)
　☎32-6704

　体から体液を失うことをいいます。体液は、主に

水と塩分でできています。

　脱水とは

①体温の調整

②体に必要な栄養素や酸素を運ぶ

③老廃物を運び出す

　体液の働き

軽　度：のどや口の渇き・頭痛・立ちくらみ・食欲不振

中等度：悪心・嘔吐・めまい

重　度：意識障害・けいれん・昏睡

　脱水になるとみられる症状

・ 体に占める水分量が大人と比べて多く、体重当たり

の不感蒸泄 ( 皮膚や呼吸から失う水分 ) も多い

・ 尿や汗を調節する機能が未熟で、多くの水分を失う

　子どもと高齢者は注意！
・若い頃と比べ、体に水分を蓄えにくい

・ 老化により暑さやのどの渇きを感じにくくなり、

脱水に気付かない

子
ど
も

高
齢
者

・3 食バランスのよい食事　　　　

・のどの渇きを感じる前に水分と塩分を摂取

・涼しい環境を保つ

( 夏は気温が高いため、扇風機や冷房を使いましょう )

☞日頃から対策がとても大切です！

　脱水にならないために
◎塩分タブレットの取りすぎには注意！

　水 100㏄に対して、タブレット 1～

2粒が望ましいとされています。1粒に

約 0.1g の塩分が含まれているので、取

りすぎには注意しましょう。

◎軽度～中度の脱水の場合は経口補水液を摂取

　経口補水液とは、水・塩分・糖分をバランス

良く含み、体への速やかな給水に優

れた成分になっています。

　まずは、500 ㏄を無理のない範

囲で摂取してください。

◎塩分タブレットの取りすぎには注意！

　水 100㏄に対して、タブレット 1～

2粒が望ましいとされています。1粒に

約 0.1g の塩分が含まれているので、取

　食べたり、飲んだりすることができない

場合や意識がはっきりしていない場合は、

すぐに病院を受診してください。

　もしも脱水になってしまったら
　食べたり、飲んだりすることができない

場合や意識がはっきりしていない場合は、

　もしも脱水になってしまったら　もしも脱水になってしまったら

　高齢により筋力や心身の活力が低下する｢フレイル｣を

予防するため、楽しみながら健康への意識を高めるフレ

イルチェック測定会を行います。

　ご自身の健康度合をチェックしてみませんか。

町保健福祉センター ｢ はあとぴあ ｣ はあとホール

　場所

筆記用具、飲み物

　持ち物

無料

　参加費

　測定会では、素足になることやふくらはぎの太

さを測ることがあります。当日は、ストッキング

等の着脱しにくい服装を避け、測定しやすい服装

でご来場ください。

　その他

新規の方

▶ 9 月 5 日 ( 火 ) 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

継続の方

▶ 9 月 12 日 ( 火 ) 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

　日時

チェック①

▶指輪っかテスト、イレブンチェック

チェック②

▶ 滑舌の測定や片足立ちテスト、筋力量の

測定等機械等を使った測定

チェック③

▶ チェックをもとに、普段気をつけた方が

いいことを説明

　測定内容

に気をつけよう！脱水脱水脱水 に気をつけよう！に気をつけよう！

※お問い合わせ先※お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･繁田)　町健康福祉課(担当･繁田)
　☎32-6704　☎32-6704　☎32-6704軽　度：のどや口の渇き・頭痛・立ちくらみ・食欲不振軽　度：のどや口の渇き・頭痛・立ちくらみ・食欲不振
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6/1～6/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

武 長 武 子 河原市 91 武 長 典 明

髙 木 　 茂 新 庄 97 髙 木 　 学

岡 本 隆 博 河原市 58 岡 本 勝 人

寺 尾 信 子 佐 野 84 寺 尾 誠 一

大 村 悦 子 宮 代 86 大 村 浩 文

西 村 曉 子 日 向 89 西 村 長 嗣

岡 本 勝 人 河原市 92 岡 本 眞 澄

泉 井 光 子 太 田 98 泉 井 久 次

田 中 鈴 子 太 田 86 田 中 康 浩

川 畑 清 子 南 市 94 川 畑 昌 則

山　口　健太郎 太 田 94 山 口 邦 明

◎おくやみ

氏　名 住　所

上　村　弘　晃　＆　(榊　原) 風　佳 佐　柿

◎ご結婚

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

秋 山 櫂
か い り

里 男 健太・万奈 佐 野

青 木 心
う た

詩 女 直人・佳世 山 上

今 城 柊
し ゅ う

佑 男 　慧太・優梨亜 佐 柿

中 積 叶
か な と

翔 男 海大・美穂 金 山

山 田 莉
り り

璃 女 　隆寛・磨由美 新 庄

まちびとまちびと

7月2日にコラボほしまつりを
4年ぶりに開催した美浜駅前
イベント実行委員会で委員長
を務める

＊コラボほしまつりはどんなイベントですか。
　約20年続いているイベントで、さまざまな方の町を盛り上
げたいという気持ちで開催しています。
　イベント名には、町内のいろんな方とコラボレーションして
七夕のイベントを開催しようという思いが込められています。

＊今後、コラボほしまつりをどのようにしていきたいですか。
　今年は、道の駅若狭美浜はまびよりが完成して初めての開催
となり、JR美浜駅との相乗効果を感じました。
　今後も継続して駅前でイベントを開催し、この輪を広げてい
きたいです。

加茂 直
な お と

人　さん (久々子)
(関連第8頁)

人口の動き

令和5年7月1日現在※(　)は前月比

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を愛し、
応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,902人(－18)

男　　　　　　　4,377人(－  9)

女　　　　　　　4,525人(－  9)

世帯数　　　　　3,633世帯(－11)

出生　　　　　　死亡

転入　　　　　　転出

みはま応援クルー(※)

マイナンバーカード交付率

  6人

16人

12人

28人

254人(±  0) 

85.4％

はじめてバースデー
8月に満1歳になる子どもたちを

紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

じ
ぃ
じ
ば
ぁ
ば
大
好
き
♡

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

8.3 長
野
煌こ

う

く
ん

(

菅
浜)

父･

裕
樹
さ
ん

母･

真
美
さ
ん

外
は
新
し
い
発
見
が
い
っ
ぱ
い
！

家
族
で
お
出
か
け
楽
し
い
な
。

8.22 霜
中

貴
た
か
し

く
ん(

山
上)

父･

一
生
さ
ん

母･

愛
　
さ
ん

未

8.29 山
本
尚な
お
や矢
く
ん

(

佐
田)

父･

治
樹
さ
ん

母･

静
加
さ
ん

1歳になったよ♡たくさんの
“おめでとう”嬉しいな♡
ありがとう♡

歌
に
あ
わ
せ
て
お
ど
る
の
大
好
き
！

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
る
ぞ
！

8.17 西
村
知と

も
ひ
ろ優
く
ん

(

日
向)

父･

憲
一
さ
ん

母･

美
佳
さ
ん

8.5 南
瑛え

い
し
ん心
く
ん

(
竹
波)

父･

宥
希
さ
ん

母･

晴
香
さ
ん

絵本見るの大好き♡
ごはんいっぱい食べて
大きくなるぞ！

広報クイズ
　広報みはま8月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、8月9日(水)(消印有効)です。正解者の
中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●7月号の答え　　たなばた
●応募者総数は14人で全員正解でした。当選の発表

は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

①●○○○○○美浜2023を開催します

② 美浜町きらり○○○○○○●○○○を募集します

③ ○○○○○○○○○○○○○○●と

　｢防災減災パートナーシップに関する協定｣を締結

④○○○○○○○○○●○○○○○キャラバン隊

　巡回実施

⑤ 第36回○○○○○○●○○○○○参加クルー募集！
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、7月 13日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

8 月の納税 [納期限 8/31（木）] ※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 (2期 )、国民健康保険税 (2期 )(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和5年  8 月

15（火）

16（水）

14（月）
13（日）
12（土）

11（金）

10（木）

9（水）

8（火）

7（月）

6（日）

5（土）
4（金）
3（木）

1（火）

2（水）

27（日）

26（土）

25（金）

24（木）

23（水）

21（月）
22（火）

20（日）

19（土）
18（金）
17（木）

28（月)
29（火）
30（水）
31（木）

　

最
近
、
食
事
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
の
食
生
活
は
、
好
き
な
も

の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
、
夜
寝
る
直
前
ま
で

お
菓
子
を
食
べ
る
、
い
わ
ゆ
る
暴
飲
暴
食
で

し
た
。
し
か
し
、
あ
る
出
来
事
を
き
っ
か
け

に
食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
お
菓
子
も
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

す
る
と
、
2
、
3
日
で
体
が
軽
く
な
り
、

朝
も
す
っ
き
り
と
目
が
覚
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

体
は
、
食
べ
た
物
で
で
き
て
い
る
と
つ
く

づ
く
実
感
し
た
出
来
事
で
し
た
。
（
現
在

は
、
我
慢
が
で
き
ず
、
少
し
だ
け
お
菓
子
を

食
べ
て
い
ま
す
）

　

こ
れ
か
ら
が
夏
本
番
。
暑
く
な
る
と
食
欲

が
落
ち
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
暑
い

時
こ
そ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
た
く
さ
ん
食
べ
て
、

今
年
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
（
宥
）

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)
13:30～育児学級(はあとぴあ)

  山の日
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

13:00～夏フェスタ美浜2023(総合運動公園)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・
　　　　　　　　 胃・大腸がん健診・肝炎検査]
           　　　　　　　　　　　　 (東部診療所)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～3歳児健診
　　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  8:30～第7回山口良治杯
　　　　　　　　　美浜町少年ラグビー大会
　　　　　　(総合運動公園多目的グラウンド)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)    

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～母親学級(はあとぴあ)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら




